ガスビルトインコン □ 
取扱説明書 保証書付 


代表品名コード 


C3WC3RJTC1R 

C3WC3RJTC1L 


ごあいさつ 

このたびは、八ーマンのガスビルトインコン□をお買い上げ 
いたださましてありがとうございます。 

安全にご使用していただくために、機器を使用する前によく 
読み、十分に理解したうえで使用してください。 

〇この取扱説明書は、いつでち利用でさる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の46ページび保証書になっています。記載してあるお買い 
上げ曰、販売店名、保証内容などをよく確認し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説明書の内容を説 
明して < ださい。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、 
もよりの弊社にお問い合わせください。 
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使用前に 

7 とく にミ主意してし ) たださたいこと 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください。 


使用されるちや、他の方への危害•財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分- 
表 TJX をしています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用し 
て < ださい。 


■危害-損害の程度による内容の区分 


| a を険1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 

仪警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 

A 注意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害の 
みび発生する可能性び想定される内容です。 

お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の給表示 


^発火注意 

〇必ず守る 

禁止 

0 分解禁止 

火気禁止 

(§) 接触禁止 




么を険 



ガス漏れ時は、絶対に、 

-乂をつけない 

-電気器具（換気扇など）のスイッチの入-切を 
しない 

-電源プラグの抜き差しをしない 
-周辺の電話も使用しない 

乂や乂巧で引火し、乂災の原因になります。 


ガス漏れに気づいたときは、 

① すぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。 

② 窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③ 販売店または、もよりのガス事業者 
(供給業者）に連絡する。 

① ②③ 


〇 

必ずザる 
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( とくに注意していただきたいこと） 

A 警告^^ 

A 必ず銘板（電池ケースふたの裏）に表示してあるガス（ガスグループ）で使用ずる 
転居されたときも供給ガスの種類が、銘板の表示と一致していることを確認ずる 



表示外のガスで使用すると、不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒になったり、爆発着 
火でやけどしたり、機器び故障する原因に 
なります。わからない場合はお買い上げの 
販売店または、わよりのガス事業者に連絡 
してください。 



〈銘板〉 


rr _ i 部分を確認 
してください。—— 

製造年月-製造 No — 

(型式名） ：—き雨—方文用； 

み 3 A OOOkW 12 A 000 kW ; 

- f 製造年月1 

'側 

を表术し C — います。 

品名コードー 

H N 

— • C 3 W 00000 
株式会社八ーマン 


A 機器を設置ずるときは、可燃性の 
必ず守る 部分か5十分離して設置ずる 

火災予防条例で定められています。必ず 
守ってください。距離び近いと乂災の原 
因になります。 


A 機器の設置(取り付け、取りはずし）- 
必ず守る 移転および付帯工事は、お買い上げの 
P ぶ売店または、ちよりのガス事業をに 
依頼ずる 

ガス配管接続には専門の資格*技術び必 
要です。 


A 可燃性の壁との距離を確保でさない 
必ず巧る 場合は、別売の防熱板を取り付ける 

取り付けなかった場合、火災の原因にな 
0ます。 

※防熱板の購入は、お買い上げの販売店また 
は、もよりの戦±に連絡してください。 


n 機器を設置したあとの機器周囲の改装 
必ず巧る (吊り戸棚を付けるなど）については、 
お買い上げの販売店に相談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題に 
なる場合びあり、火災の原因になります。 


乂をつけたまま離れない、就寝•外出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、火災の原因 
になります。 

•とくに天ぷら、揚げものをしているときは注意してく 
ださい。 

♦グ U ルを消し忘れると、調理中のわのに火びつくおそ 
れびありますのでま意してください。 

♦電話や来客の場合は、一旦乂を消してください。 
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〈つづく〉 

































































使用前に 

7 とく にミ主意してし ) たださたいこと 


〈つづさ〉 


燃えやずいものを機器の近くに置かない 

Vi 機器の上や周囲に、ペットボトル、調理油など燃えやす 
いちのや、スプレー吿、カセットコン□用ボンベなど、 
弓 I 火のおそれのあるちのを置かない。 


火災の原因や熱でスプレー生の圧力び上がり、スプレー 
生び爆発するおそれびあります。 



引乂のおそれのあるものは使用しない 

機器の周囲ではスプレー、ガソ U ン、ベ 
ンジンなど、引火のおそれのあるものを 
使用しない。 

乂災の原因になります。 


〇 

必ず守る 


使用後は必ず消乂を確認ずる 

乂災のおそれや、思わめ事故の原因にな 
ります。就寝•外出時は機器のガス栓ち 
閉じて < ださい。 



分解禁止 

^ 止 お手入れび必要なところ!;(外は、絶対に分解したり修理*改造を行わない。 
ガス漏れや火災*故障の原因になります。 


〇 

必ず守る 


異常時-緊急時の処置 


•使用中に異常燃焼、異常音、臭気など感じられたとさや地震、火災などの緊急の場合は、 
下記の手順に従ってあわてずすみやかに嫂置し、すぐにお買い上げの販売店または、ちよ 
りのガス事業者に連絡する。 

乂災*一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

① バーナーの 火を消す。 


(点乂 /消火ボタンを I 止の状態 I にする。） 

み 



②機器のガス栓を閉じる。 



•再使用するとさは、9ページからの『使いかた』の手順に従って操作する。わからない場合 
はお買い上げの販売店または、ちよりのガス事業者に連絡してください。 
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(とくに注意していただきたいこと） 



A 注意 



〇 

必ず守る 


使用中は換気をずる 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってくだ 
さい。換気を行わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場 
合など、不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 
ただし、自然排気式給湯器、店\ろびまを使用している場合は 
換気扇を回さず、窓を開けて換気をしてください。 
排気ガスび逆流して、一酸化炭素中毒の原因になります。 



調理 m 外の用途には使用しない 

練炭の火起こしや、衣類 03 ぶんなど）の乾燥などに使用しない。過熱* <= 49 ^^ 

異常燃焼による機器焼損や、衣類などび落下して火災の原因になります。で:^貧^ 

A 幼巧や小さなお子さまには触5せな 
" いように注意する 

思わめ事故の原因になります。 

A 点乂操作をしても点乂しない場合 
歷 は、点乂/消乂ボタンを巧して 

1 止の^犬態、 1 にし、周囲のガスがな< 
なってか5再度、点乂操作を行う 

すぐに点乂操作をすると、周囲のガスに 
弓 1 乂して衣服に燃え移ったり、やけどを 
する原因になります。 

A 使用ずるバーナーの点乂/消乂ボ 
H タンを間違えて操作しない 

別のバーナーび点火し、火災のおそれび 
あ 0 ます。 

使用中•使用直後は操作部 tu 外は 
^ 触5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くなっ 
ており、やけどの原因になります。とくに小さ 
なお子さまびいる家庭ではミ主意してください。 

A 点検-お手入れの際は、機器が十分 
冷えてか5必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、やけどや機 
器の突起物などでけびをする原因になります。 




■この製品は家庭用でずので、業務用のよ 
うな使用をずると、機器の寿命が著しく 
短 < なりまず。 


■長期間使用しない場合は ••• 

• 機器のガス栓を開じてください。（長時間使用し 
ない場合も機器のガス栓を閉じてください。） 

♦各部の汚れを取り除さ、ほこりや異物び入ら 
ないようにビニールなどをかけてください。 

• 乾電池を電池ケースより抜いてください。 
乾電池の液漏れにより、機器をいためる原 
因になります。 


■トッププレートはネジで固定されていま 
ず。修理}支術者外の人は取りはずさな 
いで < ださい。 


■機器下にオーブン設置して使用している 
場合、オーブンのとび！5を半開きのまま 
で放置しないでください。やけどや過熱 
による変形の原因になりまず。 


■みそ汁を溫めなおすときは乂力を弱めにして、 
よくかき混ぜなが5溫めなおしてください。 

強火で急に温めなおすと鍋底に沈んだみそび 
突然噴きあびり、鍋びはねあびってやけどを 
するおそれびあります。（とくにだし入り豆み 
そ（赤みそなど）のとさはま意してください。） 


■機器を廃棄する場合は ••• 

♦機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理 
を依頼してください。もし、お客様で旧機器の処理 
をされる場合、乾電池を使用している機器は、乾電 
池を取りはずしてから正規の処理をしてください。 


■機器や機器周辺（システム丰ッチンの天板 
など）に水をかけたり、水を流しての掃除 
はしないで < ださい。 

機器内部に水び浸入し、故障の原因になります。 


■冷暖房装置の吹き出し□の近くや強い風が吹 
き込む場所には設置していないことを確認し 
て < ださい。 

火び途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。 


4 






















































レンジフ—ドグ U スフイルター 

金属し U 外の 
^不燃材料. 

(3 mm 政上） 
1己 cm しソ上 


の） 


1己 cm しソ上 


の） 


正面 



） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分 
わしくは、防熱板を取り付けたとさの寸法です。 

◎上記離隔距離がとれない場台は、必ず防熱板による防 
乂措置を行ってください。 

• 防熱板は4種類用意しています。 

•用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付 
けて < ださい。 

※取り付け方法は別売の防熱板に同こんされている 
「取付説明書」をご覧ください。 


コード番号 

局さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

DP 0128 

己90 

己3己 

② 

LP 0130 

己90 

600 

③ 

DP 0129 

550 

900 

④ 

DP 0101 

90 

600 




1 

正面 

側面 

レンジフードおよび不燃材の場合 



防乂性能評定シール 
(トッププレートに貼付) 


《 ] レンジフードファンじ(外の場合は8日 cm じ(上。 
《2不燃材料びない場合は8日 cmlU 上。 


A 注意 


•防熱板(別売品）は、必ず指定のわのを使用する。 
• 防熱板に同こんされている「取付説明書」に従つ 
て正しく取り付ける。 

火災のおそれびあります。 


④バックガード 


/ワークトップの^ 

後部に立ち上び 
Vo びおる場合ノ 

※イラストはイメージ図です。 

防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの 
弊社(別紙ヴービス網一覧表）に連絡してください。 



(コン □) 


■機器の設置•移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、もよりのガス事業者に依頼しち全 
な位置に正しく設置してください。 

防义上の離隔距離 

◎機器を設置する周囲の壁などが、防乂上ち全な場所 
かまたは、防乂上有効な間隔を確保することができ 
る場所に設置してください。 

◎この機器は防乂性能評定品でず。 


A 警告 


>周囲の障害物、可燃物との離隔距離び確保されて 
いることを確認する。 

火災のおそれびあります。 


※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む）とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


(コン □) 


I - 1 


キャビネット 
またはオーブン 


\^Mm 



使用前に 

7 周囲の防义措置(機器の設置)について 




15cm 

叫 


W 〇 

CD 

…口.■■二'.‘ 



IScmllh 15cmllh 

の） の） 



機器の周囲び可燃物の場合 


r ガス機器防乂性能評定品 ^ 

可燃物からの離隔距離 ( cm ) 

上ち 

側ち1 

前ち 

後ち 

8 CM 上 

1己必上1 

1 己上 

] 己じ(上 

上方びレンジフードフアンおよび不燃材の 場合 
グ U スフィルター 

==1^/ - 巧! を屋 w かの不 1 燃ネオ 

1 已じ(上 1 1 

1已じ(上. 

U 

日〇必上 

(3 mmL ソ上） 

日 om 上]已じ(上 

JrJ / 

•1 

一 ■ ■ —3 

/ノ ノノ. 

/ 

/ 

/ 

/I 


/// r ノ/バ 


Ml 

し財団法人日本ガス機器検査協会 J 


™ E 。 浸 
苗 


※□ド日]日1はワークトップ後部の立ち上びり用 
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使用前に 

7 使用前の準備 


■機器のガス栓を全開にずる。 


■乾電池の取り付け かた。(電池ケースはノ V スル前面にあります。) 
アルカ IJ 乾電池（単1形： ].5 V ) を2個使用します。 


• アルカ U 乾電池を使用しての電池の寿命はおよそ1年びめやすです。 

(付属の乾電池は工場出荷時に納められたわので、自然放電のため、寿命び短くなっている場合びあります。） 
取り替え時は付属品と同等の新しいアルカ IJ 乾電池（単1形：1.己 V )を2個同時に取り替えてください。 

《同等のアルカ U 乾電池1^(外のわのを使用されると寿命び短くなる場合びあります。 

•点火/消火ボタンを I 開の状態]で放置しておくと電池消耗の原因となりますので、調理終了後は I 止の状態 
にしてください。 



乾電池の取付手順 


① 電池ケース/た上部の凸部を指でひっかけて矢印の方向に開ける。 

② 乾電池2個を、図のように矢印方向に従って電池ケースに組み込んでください。 
⑤電池ケース/たを元に戻してください。 

※乾電池を取りはずすとさは、上記要領で乾電池2個を取りはずしてください。 




- お願い - 

•乾電池を交換するとさはちいちのを湿ぜて使用しない。乾電池の寿命び短くなったり、液漏れ 
する原因になります。 

•乾電池の©©方向は間違えないでください。点火でさなくなります。 

•電池ケースに水などの異物び入った場合、店\き取ってきれいにしてください。 

電池機能不良の原因となります。 

•電池ケース/たは水平まで開さます。それ!;(上は無理に開かないでください。 

ふたび破損する原因になります。 

•ランプには触れないようを意してください。 

無理な力び加わると、ランプびつかなかったり、たび閉まらないなどの原因になります。 
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使用前に 

7 各部のなまえと特長 


品名コード 

トッププレート 

前面パネル 

例 

00000000 C 1 SV 0 

C 1 

ネイ ビーブルー 
(G コート仕上げ） 

なし 

ブラック 

1 トッププレ -HI 前風はル 1 

FA 

シルバー 
(フッ素仕上げ） 

SV 

シルバー 


•操作部やパネルなどに保護シートび貼ってある場合びあります。取りはずして使用してください。 



■立消え安全装置 [ O - gT ] 

風や煮こぼれで乂び消えた場合、自動的にガスを 
止めます。 

■コン □消 し 忘れ消乂機能 Qj-m 

点乂後約2時間で自動的にガスを止め消乂します。 
高温調理の場合で消し忘れと判断したとさは約 3 日 
分で自動的にガスを止め消乂します。（高乂力-標準） 

■焦げつき自動消乂機能 0：?^國 

空ださや、煮ちの調理をしているとさ、鍋の焦げ 
つさを検知して自動的にガスを止め消火します。 

■天ぷ5油過熱防止機能 

高温調理(炒めもの•焼きちのなど）をするときや、天 
ぷら油び過熱されたとさなど、油の発火温度とされる 
37 ぴ C に過熱される前(約 2 已ぴ C 〜 26 ぴ C) に r 強火」「弱 
乂」をくり返し、消火しないよラにまた、発火しないよ 
うに自動的に温度調節します。 

この状態び 3 □分続くと自動的にガスを止め消火します。 

※ルバーナーは、油の温度び約 2 已 crc になると、 
自動的にガスを止め消乂します。（温度調節は行 
いません。） 



■グリル異常過熱防止センサー[〇 -gg 

グリル庫内や受け皿の温度び異常に高くなったとき 
自動的にガスを止め消乂します。 

■グリル燃焼ランプ ¢7" ^ 

着乂するとランプでお知らせします。 

画点乂 /消乂ボタン戻し忘れブザー [ o-m 

戻し忘れた場合は安全機能びはたらいてから約]時 
間の間、日分おきにブヴー音『ピー』でお知らせします。 






■水のい5ない両面焼グリル 

•魚など裏表を同時に焼け、水を使う 
必要のない両面焼グ U ルです。 


[グリルとび S 部] 

•グ U ルとびらを全開 
近 < まで引さ出すと、 
グ U ルとびらび下び 
ります。 



フッ素樹脂加工製 
グリル焼網 




フッ素樹脂加工製 
グリル受け皿 



★ 


★ 
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各部のなまえと特長 




※図は品名コードの末尾び R のタイプです。 

※品名コードの末尾び L のタイプについては、高乂カバーナー、標準バーナー、点乂/消乂ボタンの位置び左ち逆にな 
ります。 

★印は交換対応部品です。詳しくは44ページ『アフターヴービス』の交換部品を参照してください。 





グリル排気□カバ 


け 


グリル排気 □ 


ル(後) バーナー 


★ 


小パ’ーナー用温度センサー 


ごとく（ル） 


高獅ノ (ーナー麻酿センヴー 


高乂力（ち前)バーナー 


しる到ブ(大） 


ごとく（大） 


★ 


グリル用 

点乂/消乂ボタン 


乂力調節つまみ 


高乂力（ち前)コン□用 
点乂/消乂ボタン 


[温調操作部] 

※点着乂後に設定できまず。 


(タイマー時間 表示） 〔時間表 示ランプ^【温度表示ランプ)【センサー解除キー J 〔設定表示ランプ 



標準バーナーは、各モード使用途中でち、モードを変更することびでさます。 


『バーナーキャップのおが』 


高乂力 



「 H 」 マー ク 


標準 



後 



※高火カバーナーは、トッププレートのバーナー 
近くに‘‘高乂力"ラベルで表示しています。 


■□ックとは… 

点火/消乂ボタンび I 止の状態 I 
のとさ、□ックつまみを左方 
向に動かすと□ック状態にな 
り、点乂/消乂ボタンの操作 
びでさな< なります。 


r □ックつまみ 

^各点乂 /消乂ボタン^ 
^の下部にあります 。, 



C© - ©キー'タイマーキー j こ揚げちのキ ー )〔炊飯キー ][ 湯わかしキ ー) 


■グリルタイマー IX 手を哥 

設定時間びくると自動消乂します。（最大設定1己分） 
庫内温度に連動して初期設定時間び変わります。 
©•© キーで時間設定でさます。 


コンロバ-卜で 

■タイマーモード(標準バーナー） 0=0® 

煮ちの調理や温めなど少しの時間、加熱をしたいと 
をに使用してください。 

キーで "3 分" •" 1日分" • "3 日分"を選択できます。 

■揚げものモード(標準バーナー）に？^〇3 

天ぷら、フライなどの揚げちの調理をするとさに油 
の温度を設定することびでさます。 

キーで約"1 60°C" •" 1 70° C " •" 1 80° C " - 
" 1 9 crc " • " 2 日 crc " の温度設定びできます。 

■炊飯モード(標準バーナー） [ o-m 

ちょっとした炊飯やおかゆを炊飯器のよラに炊くこ 
とびでさます。 

キーで"ごはん"’"おかゆ"を選択できます。 

■煮わかしモード(標準バーナー） 

お湯びわくと自動的に消火したり、弱乂にして己分 
後に自動消乂したりします。 

キーで "5 分保温"’"自動消乂"を選択できます。 

■センサー解除モード(高乂カバーナー） 

炒めものや、いりもの料理（ごま-大豆など）のよラ 
に高温を必要とする調理の場合に使用します。 

キー3秒押しで設定でさます。 

•揚げちのなどの油調理はしないでください。 

• センサー解除モードは、最大 1 時間(高温で 3 日分） 
で自動消乂します。 

•焦げつさ自動消乂機能は作動しません。 


《 [0^1 1内の数字は参照ページを示しています。 


































































































































使いかた 

2コン□を使用ずるときのを意 


0 


コン□をおおったり、炎をふさがない 

コン□をおおうような大さい鉄板類や鍋 
を使用すると、不完全燃焼による一酸化 
炭素中毒や異常過熱による乂災や塗装の 
変色•はく離、機器焼損*変形の原因に 
なります。 



0 


鍋などがトツププレートか5はみ出 
した状態では使用しない 


乂災や機器焼損の原因になります。 


市販の補助具（アルミはく製しる受 
皆け、 省エネ性をうたった補助具、焼 
網など）は使用しない 

この機器の付属品あるいは指定のちの1；( 
外は使用しないでください。不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒や、異常過熱によ 
る火災や塗装の変色.は<離、機器焼 
損*変形の原因になります。 



揚げもの調理には、センサー解除モードを使用しない 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び 
過熱され発火のおそれびあります。 




^ 点乂操作時や使用中はバーナー付近に顔や手および抵頃などを近づけない 

Vj 衣類び燃えたり、やけどのおそれびあります。 

調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱火" 〇 " 強火"と炎の大ささび変化する場合び 
あり、やけどをするおそれびあります。（高乂力•標準） 

^ トッププレートに、直接高温の鍋な 
じソ どをのせない 

トッププレートの変色や、損傷の原因に 
なります。 

^ ごとくをはずして、直接コン□に 
じソ 鍋を置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

^ しる受けに水を入れて使用したり、 
W 機器内に水をこぼしたりしない 

機器の故障の原因になります。 

A 点乂時、バーナーに着乂したこと 
， f を確認ずる 

火災のおそれや、思わめ事故の原因にな 
ります。 


A 鍋の種類に注意して使用する 

51^ ♦底び凹んだ鍋、底びすべりやすい鍋、径の小さい鍋などは、不安定な状態で使用しない。 

• 中華鍋などの底の丸い鍋は、必ず取っ手を持ちなびら使用する。 

•片手鍋、フライパンなど重/こが片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツ 
メ方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手を機器の前面からはみ出さないよう横に向 
けて置<など、安定した状態で使用する。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いてやけどをするおそれびあります。 
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〈つづく〉 

















( コン□を使用ずるときの注意 ) 


〈つづさ〉 


A 強乂で使用ずる場合、鍋やフライ 

A やかん、鍋などの大きさに合わせ 

H パンなどの取っ手にミま意して义力 

て、乂力を調節ずる 

を調節ずる 

はみ出した炎により、やかんや鍋の取っ 

やけどのおそれや、取っ手部の損傷の原 

手び加熱されて、やけどや取っ手の焼損 

因になります。 

の原因になります。 


■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 

■長時間使用していなかったり、初めて使用するときは配管内に空気が入っていて点乂しにくい場合 
があります。しば5く待ってか5、再度点乂してください。 


■煮こぼれに注意して < ださい。 

煮こぼれしたときやバーナーに煮こぼれびかかったときはその都度お手入れを行ってください。 

33〜39ページの『点検•お手入れ』に従って行ってください。 

機器の内部に煮汁び浸入しますと機器故障の原因になります。 

また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると炎□びつまり、機器内部で燃えることにより機器焼損 
のおそれびあります。 

《お手入れの際は機器び十分冷えてから行ってください。 


■コン□を弱乂で使用している場合は、機器下の夺ャビネットとび！5をゆっくり開閉してください。 
乂が途中で消える場合があります。 


■風などがコン□の炎にあた5ないように配慮して使用してくださし、。 

窓からの風や冷房装置の風の影響で、火び途中で消える場合びあります。 


■弱乂のとさは炎が見えにくい場台があります。！ ■強乂で長時間ご使用された場合、まれに鍋と 
消し忘れに注意してください。 I ごとくがくっつくことがありますので、鍋を 

I 動かずときはま意してください。 
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使いかた 

2コン□を使用ずるときのを意 


温調機能を使用するとさにとくにを意してください。 


〇 コン□バーナー（天ぷ5油過熱防 
止機能付）で使用ずる調理油の量 

心ジ心は SOOmLm 上で行う 

調理油の量びへってさたり、はじめから少 
ないと発乂することびあります。 


— 

調理油 ^ 

200 mULt 


ご共与 



告 


0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底が密着 
していないときは使用しない 


• 調理油の量に関係なく発乂することがあ 
ります。 


• 焦げつさ消乂機能が正しくはたらかない 
場合びあります。 



鍋底び凹凸 異物び付着 


温度センサー温度センサ ー S 

傾きすき間 


0 耐熱ガラス容器、±鍋など、熱が伝わりにくい容器 
"、山 で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能びはたらかず、調理油び発乂し、 
火災の原因になります。 





A ミ品度センサーが上下にスムーズに動 

^ 温度センサーに強いショックを加え 

SS くことを確認する。また、温度セン 

^ たり、夺ズをつけない 


ヴーのお手入れはこまめに行う 

rzi ： 


《お手入れ方法は39ページを参照してください。 

温度センサーび故障 L 



すると、天ぷら油過 


鍋に密着しないと、温度胃心ヴ若 A 

熱防止機能などび正 


センサ;^び正割こ作動し 

常に作動しません。 


ない場合があります。 

/ C 

J 


温居 TZ ンで一 II 
強いショックを加えない 


mmmm 

■温度センサーにより鍋底の温度を検知し口 V — ナーを制御するため、風が 
あたるとセンサー機能び正しくはた5かないことびあります。 

窓か5吹き込む風やエアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた5ない 
ように配慮して使用してください。 


■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300 glU 上（調理物の重さを含む）必要です。 
とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意してください。 


■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦乂を消してか5のせかえてください。 

煮もの調理から火をつけたまま天ぷら鍋にのせかえたり、コン□から鍋をはずされている時間び長 
く続くと、センサーびはたらさ弱火になったり自動消火することびあります。 
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コン□を使用ずるときの注意 


《温度センサー付バーナーに適した鍋-中華鍋の選びかたについて》 


鍋の選びかた 


鍋などの種類 

煮ちの 
な ど 

炒めもの 
油料理など 

温調機有 

じ 

揚げらの 

防回 

快飯 

防圃 

湯わかし 

政國 

アルミ製の鍋 • 文化絹 

〇 

※ち 〇 
油の量： 2 日日 mL な上 

〇 

油の量：己日日 mL 〜 1L 

〇 

深めのもの 
米の量： 1 〜 3 合 

〇※ 2 

水の量：巳 00 mL 〜 2L 

ホー . 巧ち出し. _^ 

ステンレス(厚手)の鍋 (® 

〇 

※巳 〇 
油の量： 2 日日 mLl ツ上 

〇 

油の量： 5 日日 mL 〜 1L 

〇※ 4 
深めのちの 
米の量： 1 〜 3 合 

〇※ 2 

水の量：巳日 OmL 〜 2L 

ステンレス 

篤手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋=====ず 

〇※ 3 

X 

X 

〇※ 3 
深めのもの 
米の量： 1 〜 3 合 

〇※ 2 

水の量：巳 00 mL 〜 2L 

無水鍋 

(ステンレス厚手鍋） 4^：::=::：^ 

〇※ 1 

※己 〇 
油の量： 2 日日 mL な上 

X 

X 

〇※ 2 

水の量：巳 00 mL 〜 2L 

鉄製の鍋. / 一^ \ 

鬻バンを^^ 

〇 

※ち 〇 
油の量： 200mm± 

〇 

油の量： 5 日日 mL 〜 1L 

X 

X 

圭男 鍋. 命す> 

〇※ 1 

X 

X 

〇 

おかゆのみ可能 

X 

耐熱ガラス容器 

やかん 1^ 

懸 

— 

— 

— 

— 

〇※ 2 

水の量：巳 00 mL 〜 2L 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 
:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

※含：必ず;3\たをしてください。 

《3 :焦げつく程度びきつくなります。 

《4 :ホー □ 一鍋の場合、焦げつく場合びあります0 
※己：油料理の場合の油の量を示します。 


中華鍋について 

♦鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

♦中華鍋の種類や使いかたによっては鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらきません。このよう 
なとさは、別売（八ーマン製）の中華鍋用補助ごとくを使用すると鍋び安定して使いやすくなります。 

※中華鍋によっては別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると、温度センサーに密着せず、安全機能びはた 
らかない場合びありますので、ま意して使用してください。 

※中華鍋は、左ち前コン□側で使用してください。 
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使いかた 

2点乂 •消乂のしかた（コン〇) 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときのま意』 （ P 9 〜 12) をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 


鍋やフライパンなどを中央に置く。 



fl 回 


I 点乂 

点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。点火した後、 
着火を確認してから手を離してください。 
•点火/消火ボタンを押した後、手を離しても数秒間 
スパークします。 

※万一点乂しないとさは、点火/消乂ボタンを押し 
曲の状態 I に戻し、周囲のガスびなくなるのを待っ 
てから再度、点火操作してください。 

•点火中、点火後は点火サインマークびオレンジ色に 

かわりチす 

※点火サインマークは点火/消火ボタンの操作をする 
だけで色び変わります。点着火の有無とは関係あり 
ませんので注意してください。 

• 乂力調節つまみび弱乂側（ち側）にある場合、つま 
みは強乂側（左側）に動さます。 

高火カバーナーは安全のため、乂力を少し弱<し 
て点乂するようになっています。つまみび強乂（左 
側）にある場合は弱乂側（ち側）のち向へ動さます。 


調理ずるときのコツ 


〇炒めらの（野菜炒め、目玉焼き、八ンバーグ 
など）をする場台 

•] 分程度予熱をしてください。 

予熱時間び長すざたり、短すざたりすると安全機能び 
はたらいて弱乂になったり消乂する場合びあります。 



0 きんぴ5ごぼう-インスタント焼きそば 
などをする場合 

• 水分び蒸発してち加熱を続ける料理の場合、 
途中で安全機能びはたらいて(焦げつさと判断） 
消乂することびあります。 

このようなとさは高乂カバーナーのセンサ 
一解除モード （8 ページ参照）を使用して< 
ださい。 


〇カレー、ジャムなどの加熱をする場合 

• 卜□ミのある料理は沸騰するまでかき混ぜたり、鍋を動かしたりしないでください。 

(焦げつさの程度びさつくなる場合びあります。） 

• 水分の少ないものは水を加えてください。 

•乂力は中乂位にしてください。 

•沸騰後は中身の温度にムラびできないように、ときどき混ぜてください。 

※揚げものをする場台 

•温調機能を使わずに多めの油を加熱すると、まれに低い温度で自動消火することびあります。 
再度点火するか、標準ノ くーナーの揚げわのモード （ 17ページ参照）を使用してください。 
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点乂-消乂のしかた(コン □) 


曰义力調節 


旦ミ肖义 


•火力調節つまみを左ちに動かして調節する。 ♦点火/消火ボタンを止まるまでいっ 

_ ぱいに押して手を離す。 


[高乂カ バーナー • 

ルバーナー] 



乂力強 


乂力弱 



. . 



•火力調節つまみを左方向へ動かすと乂力は強く、ち方向へ 
動かすと火力は弱くなります。 

•炎を見なびら調理に適した位置に加減してください。 

• 火力調節つまみはゆっくりと動かしてください。 



[標準バーナー ] 

乂力強 


• 火力調節つまみをち方向へ動かすと炊飯 （ 〇 ) の位置で軽 
く止まります。さらに火力を弱くする場合は少し上に上げ 
てからち方向へ動かしてください。 


•はやく操作すると、消火したりホ火になる場合びあります。 

• グ U ルとコン□を同時に使用すると、コン□の炎び赤色に 
なることびありますび、異常ではありません。 



ブザー報知(しついて 





]ン□パ'-ナーの使用時、機器操作してから約3日分毎に使用中（消し忘れ）であることをブヴー音『ピピピッ』で 
お知らせします。 
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使いかた 

2タイマーモード r 標準 バーナー 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときのま意』 （ P 9 〜 12) をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 




曰 タイマー設定 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。点火した後、 
着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 3ページを参照してください。 


♦タイマー丰一を押し、タイマー時間を設 
定する。 


/^□30分 

翰 1 雞 


ピッ 


巧期設定は「3分」です。 


反イマ3 


キーを 押す毎に、 


「3分」今「1日分」今「3□分」今解除 

—— n 

と時間表示ランプ(点な)ととちに切り替わります。 


※タイマー設定を解除しても消火しません。 


• タイマー設定後、再度タイマーキーを押すと、 
押した時点より改めてタイマーび作動します。 
(連続使用可能時間は] 2□分です。） 
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タイマーモード 


自動消乂前のお知5せ 


♦設定したタイマー終了2分前から終了まで時間表示ランプび点滅して 
お知らせします。 

• 設定したタイマー終了]分前になるとブヴー音『ピピピッ』でお知 
らせします。 


巧!！）10分設定時の場合 


日 タイ7—キー 


自動消义 


• タイマー設定時間になるとブヴー音『ピー』 
でお知らせし、自動消火するととわに、時間 
表示ランプび消灯します。 


>自動消乂した後、必ず点乂/消乂ボタンを押し止の状態に 
戻してください。 



>[止の状態 I に戻さないと、己分おきにブヴー音『ピー』でお知 
らせします。 （1 時間） 


>[開の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早まります。 




標準ろ 全 □ 
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と温度表示ランプ(点灯）とともに切り替わり、点灯したところの温度に 
設定されます。 

※り9日」温度表示は「18日」とに日日」のランプび、 

「17日」温度表示は「1目日」と「18日」のランプび点灯します。 

_ ※温度設定を解除しても消火しません。 

コツとご注意- 


〇適切な鍋と油量 （12 ぺージ参照） 

• 鍋の直径は] 8〜 24 cnn 位び適当です。 

•油量は500 mL 〜] L 位び適当です。 

※鍋の大ささ、厚み、油量の違いにより油の温度は設定温度より 
低めや高めになったり、また温度変化び大さくなったりするこ 
とびあります。 


厚みのあるアル S 鍋*鉄製鍋*フッ素加 
エフライパンなどは、設定温度より油の 
温度び低くなる場合びあります。 

その場合は温度設定を高めにして調理し 
てください。 




曰 揚げもの温度設定 

•揚げをの丰一を押し、温度設定する。 

的灯、200 
80 

〇160 


揚げちの 


ピッ 


初期設定は「 180 で」です。 


圈ブもの) 


キーを 巧す毎に、 


B 点义 

•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。点火した後、 
着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 3ページを参照してください。 


使いかた 

2 湯げ'ちのモ 


標準バーナー 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときのま意』 （ P 9 〜 12) をよく読んでか5使用してください。 


点火/消火ボタンび止の状態で機器 


のガス栓を全開にしてください。 

m 


1 

でを 

, 1111111111111111110 * 





□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 


天ぷ5鍋などを中央に置<。 
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30 分 
310 分 
3 分 



f 陽巧^ 



標基ろンロ 



旦ミ肖义 


>設定した温度になるとブヴー音『ピピピッ』でお 
知らせします。 

>自動的に"強火’’な"弱火’’を繰り返し、設定し 
た温度に油の温度を保ちます。 

> "弱火’’吟"強火’’に切り替わる一瞬、炎び大きくな 
りますので注意してください。 

>途中で設定温度を変更する場合は揚げわのキー 
を押してお好みの温度に合わせてください。 


点火/消火ボタンを止まるまでい 
っぱいに押して手を離す。 



〇温度設定のめやす 


〇乂力は全開で 

• 機能を正しくはたらかせるため乂力は全開で使用してください。 

0 ;品度設定 

•着乂したらすぐに温度設定をしてください。 

また、低温設定のものから先に調理してください。 

•油の温度び高い状態で温度設定をしたり途中で油をたされる 
と設定温度に対して油の温度びずれることびあります。 

• ピピピッとなったら早めに調理物を入れてください。 

•設定温度になっても調理物を入れないと油の温度び上びっていくことびあります。 


160 た 

とりのからあげ、薄手食材の天ぷら（し 
そ•のりなど)、ドーナツ、フ IJ ッ ター 

180 た 

天ぷら、コ □ッ ケ、フライ、とんかつ 

200 た 

クルトン、かさもち揚げ 


C 


揚げものモード 


3 


温調操作部 


湯ねかし 


炊飯 


タィマ - 




666 


3 妙巧し 

断-解除) 
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rm ィ 



18 








































A 使いかた 

2炊飯モード I r 標準パ’-ナ- 


下準備 


鍋のセット 

•水に浸した米の入った鍋にふたをして、正しくセツトしてくださし^。 


温度センサーの上面に異物びないことを確認し、鍋底の中/こ\び温 
度センサーに密着するように正しくセツトしてくださし、 

♦鍋は市販の文化鍋でわ炊くことびでさますび、鍋の材質•形 
状によっては焦げついたり、ふさこぼれたり、うまく炊けな 
かったりする場合びあります。 

※別売の炊飯専用蓋びございます。 

お求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの弊社に連絡 
してください。（価格は変更される場合びあります。） 

•鍋は金属製で厚手の深鍋（鍋径1 8 cmiU 上）を使用してください。 
ガラス鍋や±鍋では自動で炊けません。 



■お米の準備 

♦たっぷりの水でさっとかさ混ぜ、水を素早く捨てる。 

「とぐイ先い流す」を数回繰り返し、水びきれいになるまで手早く洗ってください。 

※お米び入っている袋に記載してある内容（方法、手順）を確認してから炊飯してください。 

※洗米すぐのお米でち炊けますび炊飯前にあらかじめお米を30分（ち米や麦ごはん、冬場は60分) 
程度水に浸しておくと、より一層おいしく炊きあびります。 

※無洗米は水を加えると表面に気泡びでさて、水び吸収されにくくなります。一度洗い流すか、よ 
くかさ湿ぜて気泡を飛ばしてください。 

※砕け米-粉米などび混ざった状態で炊飯されると炊さむらや着色の原因になります。 

(一度水に浸したお米は砕けやすくなります。） 

■炊飯■と炊さあびりまでの時間 



炊飯量 

炊さあびりまでの時間 

ごはん 

卜始 

約2□分+むらし約]日分 

おかゆ 

日.5〜1合 

約4己分 


※炊さあびりまでの時間はお米*水の分量や室温およびお米*鍋の種類などにより異なります。 


■お米と水の量のめやす 


[ごはん] 


お米の量 

水の量 

1.0 合り己日 g)(180mL) 

約 300 mL 

1. 己合 （ 22 己 g) (S70mL) 

約 400 mL 

S.O 合 （ 300g) (360mL) 

約己 00 mL 

2 . 己合 （ 37 己 g) (450mL) 

約 600 mL 

3.0 合 (450g) ( 己 40mL) 

約 700 mL 


[おかゆ] 


お米の重 

水の量 

0. 己合 （ 7 己 g) (90mL) 

約 700 mL 

1.0 合 (:] 己 Og)(ISOmL) 

約 ] L 


※水の量は好みに合わせ加減してくだ 
さい。 


•炊さ込みごはんの場合はごはんに比べ約]割増の水の量（調味料、だし 
の量を含む）とし、具はお米の上にのせて炊いてください。 

• おかゆは t 分びゆ程度の炊さあびりです。 
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炊飯モード 



) 


■おかゆについて 

• おかゆは好みに応じて消火後、塩を少々加え数回かさ混ぜてください。 
•おかゆモードはお米から"おかゆ"をつくる機能です。 

ごはんから"おかゆ"をつくる場合は下記を参考にしてください。 


— 〜ごはんか!5のおかゆの炊きかた〜 


☆2 人分（茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

1.;令やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗って 
鍋に水 （4 カップ強）とごはんを入れ"強火’’ 

3. 煮たったらアクをとり、"弱火"で10〜1日分: 

4. 消火し好みに応じて塩を少々加え、数回かさミ上 E 

r ほぐす。（めめりをとります。） 
で炊く。 

i ぜてでさあびり。 


• "ごはん""おかゆ"とも炊きあびりはお米の種類、水の量水に浸す時間などにより異なります。 
好みに応じて工夫してください。 


炊飯途中で消乂した場合について 


•炊飯モード（自動）の流れ（火力の強さと時間）は下記の通りです。 

炊飯途中で消火させてしまった場合は、再度炊飯モードを使用してちうまく炊けません。 
手動で炊飯する場合は、下記の流れを参考にして行ってください。 


. . .. . 


\ 

乂力 

※所要時間 

^^^^ 

① 

中火 （ "〇" の乂力） 

S 〜4分 


③ 

弱乂（ち側の火力） 

己〜6分 

お米に吸水させる 

⑤ 

中火 （ "〇"の火力） 

水分びなくなるまで 


④ 

弱火（ち側の火力） 

S 分間 


⑥ 

中乂 （ "〇"の火力） 

] 分程度 


⑥ 

自動消火 




※所要時間は水温-炊飯量などによって変わります。あくまでもめやすとしてください。 
上記流れを参考にして手動で炊飯した場合でわ5まく炊けない場合びありますので、 
ご了承ください。 
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A 使いかた 

2炊飯モード I r 標準パ’-ナ- 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときのま意』 （ P 9 〜 12) をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 



B 点义 


1点乂前に必ず1 

下準備 

1(1 9〜20ページ参照） 

1を行ってください。 



曰义力調節 

• 火力調節つまみを " 〇"の位置に合わす。 


•点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。点火した後、 
着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 3ページを参照してください。 


. . を 


田 


乂力調節つまみをゆっくりちち向へ動か 
し、 "け’ の位置に合わす。 

/• "〇"の位置で軽く止まります。 \ 

• 火力調節つまみをち側-►左方向へ動かし 
ても、"〇"の位置では止まりません。 


•火力調節つまみを" 〇"の位置にしないと 
ラまく炊けない場合びあります。 
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炊飯モード 


C 自動消乂 
C5 分保温 


湯ねかし 



標準ろ金 □ 



旦炊飯醜 


•炊飯丰一を押し、"ごはん"か"おかゆ"を 
選択する。 

f 点灯すおかゆ 
ごはん 


か ピッ 


初期設定は「ごはん」です。 


キーを 押す毎に、 


「ごはん」吟「おかゆ」吟解除 

介 n 

と設定表示ランプ(点な)ととちに切り替わります。 
※炊飯設定を解除しても消火しません。 


•着火および火力調節後すぐに押してください。 
•次のよラなことを行ラと、ラまく炊けない場 
合びあります。 

-設定した後に再度炊飯キーを押す。 

-炊飯途中で水をたしたり、鍋の而たを開ける。 


>機器を囲う油ガードなど 
を設置すると排気の流れ 
び変わり、燃焼不良とな 
り、炊さムラなどの原因 
になります。 

炊飯時は、油ガードを取 
り除いて < ださい。 


油ガード 



炊飯終了前のお知5せ 


ごはん 

むらし終了2分前から終了まで 
"ごはん’’設定表示ランプび点滅 
してお知らせします。 

おかゆ 

終了2分前から終了まで"おかゆ’’設定表示ランプび点 
減してお知らせします。 



炊飯終了 


ごはん 

炊さあびると自動的に消火するととわに、ブヴー音 
『ピピピッ』でお知らせします。（設定表示ランプは消 
えません）その後、むらし（約]日分)び終わると炊飯 
終了となりブヴー音『ピー』でお知らせし、"ごはん"設 
定表示ランプび消灯します。 

※設定表示ランプ消灯前に点乂/消火ボタンを押す 
と、終了ブヴーび鳴らなくなります。 

おかゆ 

炊さあびると自動的に消火するととわに、ブヴー音 
『ピー』でお知らせし、"おかゆ"設定表示ランプび消灯 
し9 〇 

1"ごはん’’"おか ゆ’’の表示 ランプ消灯後、必ず点乂/消乂 
ボタンを押し匹の状態に戻してください。 



>1止の状態]に戻さないと、日分おきにブヴー音『ピー』でお 
知らせします。 （1 時間） 

> L 開の状態に放置しますと、電池の消耗び早まります。 
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A 使いかた 

2湯わかしモード r 標準バーナー 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときのま意』 （ P 9 〜 12) をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 



B 点义 

•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。点火した後、 
着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 3ページを参照してください。 


旦 湯わかし設定 


^暴わかし丰一を押し、湯わかし設定する。 

点灯^自動消乂 
分保温 

ピッ 

初期設定は「己分保温」です。 



慶わかし 1 


キーを 押す毎に、 


「5分保温」今「自動消火」今解除 

た n 

と設定表示ランプ(点な)とともに切り替わります。 
※湯わかし設定を解除しても消乂しません。 


•着火後すぐに押してください。 

お湯をわかしている途中で湯わかしキーを押 
すと、弱火になるまで時間を要する場合びあ 
ります。 


•湯わかし機能は、やかんや鍋の材質、水量、形状などによって弱火になるタイミングや温度び異なる場合びあ 
ります。 

而さこぼれによるやけどにご注意ください。 

-材質びホー□一やステンレスの場合、お湯びわいてから弱火になるまで時間を要する場合びあります。 

-やかんや鍋に而たをしない状態では、十分に沸騰する前に弱火になる場合びあります。 

. 水量は己日日 mL 〜 2 L び適切です。 

大ささに応じた水量にしてください。 

多すざると而さこぼれる場合びありますのでご注意ください。 

-底の平らなやかんや鍋を使用してください。 

•火力はやかんや鍋の大ささに応じた"火力"にしてください。 

弱火にすると湯わかし機能び正常に作動しない場合びあります。 

•お湯からの温めなおしでは、お湯びわいてから弱火になるまで時間を要する場合びあります。 


23 









































湯ねかしモード 


標觀 □ 



C 


3 


666 


3ネ少巧し 


C お力が> C 自動消乂 
【ち分保温 





湯わかしキー 


5分保温 


>お湯びわくとブヴー音『ピピピッ』でお知らせし、 
自動的に弱火になります。日分間経過後ブヴー 
音『ピー』でお知らせし、自動消火して設定表示 
ランプび消灯します。 

(終了 2分前から設定表示ランプび点滅します。） 



自動消义 


>お湯びわくと自動的に消火するととわに、ブヴ 
一音『ピー』でお知らせし、設定表示ランプび消 
灯します。 


>自動消乂した後、必ず点乂/消乂ボタンを押し I 止の状態」に 
戻してください。 


点乂ヴイン 
マーク 


占、レ ++ V 、 ノ—々 



開のげ態 


止のが態 


> r 止の状態 I に戻さないと、己分おきにブヴー音『ピー』でお知 
らせします。 （1 時間） 


>[開の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早まります。 


タィマ- 



温調操作部 



分分分 

003 

31 
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使いかた 

2グリルを使用するときのミ主意 


0 

禁止 


グリル排気□の上に、ふきん•夕 
オルなどをのせない 


不完全燃焼や火災の原因になります。 


A グリル使用前はグリル庫内を必ず点検する 

必ず守る グ IJ ル庫内に食品くず、油くず、布などび 
あると、使用中に燃えることがあります。 
また、グ U ルとびらに魚などをはさみこん 
だまま使用しないでください。 


0 グリル受け皿にグリル石、グリル 
j ^ シートなどを入れない 

機器の損傷や、た 
まった脂び加熱さ 
れ、燃えて火災の 
原因になります。 

A 脂の出る料理には、グリル焼網の上 
発火注意 や下にアルミはくを敷かない 



A グリル使用後および連続使用ずるときは、 
必ず守る グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

たまった脂に火びついて火災のおそれび 
あ0ます。 


アルミはくの上 
に脂びたまり、 
発火する原因に 
なります。 



A グリル使用中はそばか 5 離れない。 

必ず守る 乂災の原因になります。 




A グリル受け皿を持ち運びずる際 
~ は、；令えてか! 3 持ち運ぶ 

使用中、使用直後はグ U ル受け皿や、受 
け皿にたまった脂び高温になっています。 
また、グ U ル受け皿の出し入れや持ち運 
びする際は、受け皿にたまった脂などび 
こぼれないよ5にを意してください。 

グリルを使用するときは、グリル排 
^ 気□に手や顔などを近づけない。ま 
^ た、鍋の取っ手などが排気□にかか 

5 ないようにする 

高温の排気び出て、やけどや鍋の取っ手 
び破損する原因になります。 


^ 魚を取り出ずときなど、手や腕が 
W グリルとび 5 やガラスに触 5 ない 
ようにずる 

グリル受け皿を引き出ずときは、グ 
リルとび 5 取っ手 m 州ホ触 5 ない 

やけどの原因になります。 

グリル受け皿に水を入れて使用しない 

^ グ U ル機能び正常に作動しなくなった 
り、調理物び燃えたりする原因になりま 
す。また、お湯びこぼれてやけどをする 
原因にちなります。 


A 魚などの焼さずぎに注意ずる 

る 魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出ることびあり、火災のおそれびあります。グ U ル庫 
内で魚などび燃えたり、たまった脂に引乂した場合は、すぐに点乂/消火ボタンを押して消 
火してください。 
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〈つづく〉 





























グリルを使用ずるときの注意 


〈つづさ〉 

0 グリルとび5ガラスに衝撃を加え 
たり夺ズをつけたりしない。また 
て作 使用中、使用直後に水をかけない 

ガラスび割れて、けびややけどの原因に 
なります。 

A 鶏肉などの脂のをい食材を焼く 
と、飛び散った脂に引火して、瞬 
間のにグリル排気□か5炎が出る 
場合があるのでミ主意ずる 

やけどや火災などの原因になります。 


〇 使用直後の魚の出し入れは、グリルとび5やグリル受け皿、グリル焼網を機器 
…一… か5取りはずさずに行う 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱くなっているため、やけどの原因になります。 


Q 諸を驢誌飄？ 後はグリル 0 誌しレ點 直後は、ぉ手入れゃ点 

やけどの原因になります。 やけどの原因になります。 


〇 グリルを出し入れずるときは、グリルとび5取っ手を持ち、ゆっくり水平に出 
__し入れずる。また、グリル受け皿を持つときは、めれぶきんなどで持たない 

めれぶさんなどでグ U ル受け皿を持つと、やけどの原因になります。 


0 グリルとび5に重いちのをのせた 
ホ心 り、強い力を加えない 

グ U ルとびらびはずれ、けびや機器損傷 
の原因になります。 


0 グリルとび5を開けたままグリル 

志心 を使用しない 

機器上部び変色し 
たり、ワークトツ 
プをこびす原因に 
なります。 



■使用中もときどき、正常に燃焼していること 
を確認してください。 


■連続で使用する場台は一旦乂を消し、再度点 
乂してください。 

グリル庫巧が高温になっていると、ち全機能 
がはた5いて、焼さ上がる前に消乂する場台 
があります。 


■冷凍の魚などは完全に解凍してか！5焼いてく 
ださし、。 中/部まで十分に乂が通5ず、生焼 
けが態になる場合があります。 


■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受 
け皿を約1分じ Lh 引き出したままにする場台 
は一旦乂を消してください。 

グリル異常過熱防止センサーがはた5いて消 
乂する場含があります。 


■長時間使用していなかったり、初めて使用ず 
るときは配管巧に空気が入っていて点乂しに 
くい場含があります。 

しば5く待ってか5、再度点乂してください。 


■脂の多い魚などを焼いているときは、煙が多 
く出る場合がありまず。 


■グリル取っ手を持つ場含、図のように持ってくださし、。 

他の部分を持って取り出すと、手びすべって落とす場合び 
あ0ます。 
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使いかた 

2点乂 •消乂のしかた（グリ n /) 


点义前に ※グリルを使用する前に『グリルを使用するときのま 意』 （ P 2 日〜 26) をよく読んでか5使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(8 ページ参照） 



※脂の多い魚を焼いているときは煙が多く出る場合があります。 


B 点义 

• 点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



グ U ル燃焼、 
ランプ 



電池ケースふた 


グ U ル燃焼ランプ 
び点灯します。 


•パチノ くチとスノ くークして点火します。 
点火した後、着火を確認してから手 
を離してください。着火すると燃焼 
ランプび点灯します。 

•点火/消火ボタンを押した後、手を 
離しても数秒間スノ \-ク します。 
•点火中、点火後は点火サインマーク 
びオレンジ色に変わります。 

※点火サインマークは点火/消火ボタン 
の操作をするだけで色び変わります。 
点着乂の有無とは関係ありませんので 
注意してください。 

•乂力調節つまみび弱乂側（ち側）にある 
場合は、強火側（左側）に移動します。 


•初めてグ U ルを使ラとさは、グ U ル焼網を取り 


•グリルタイマーが自動的 ^ 

出し]己分程度の空焼さをしてください。 


にスタートしまず。 f 屏 

※グ U ル庫内の油を焼ささるためで、煙やにおい 


グリルタイマ-について 

び出ても異常ではありません。 


の説明は 29 〜 30 ページ 1 二! • 

(空焼さしているとさグ U ル異常過熱防止セン 


に記載してし、ます。 Isrt 

ヴーび作動して消火する場合びありますび、少 


魚などを焼く前に必ずそ mimi 

し待ってから再度点火してください。） 


ち 5 を参照してください。 • A • 


魚の焼さかたの手順 


① 魚の下準備をする。 

•塩焼さの場合は、塩を而り、しばらく置く。 

•焦げやすい部分や尾.ひれには、厚めに塩をつけるかアルミはくでおおう。 

② 2分程度予熱をする。（グ U ルに魚をいれないで点火してください。） 

③ 一旦消火し、魚を焼網にのせて再度点火し、タイマー時間を合わせる。 

※グ U ル焼網に魚を置く場合は、奥の方から置いてください。手前に置くと焼け色び 
浅くなる場合びあります。また、魚を一尾だけ焼く場合は、中央に置いてください。 
※魚は頭を奥にして置いてください。 

※魚はグ U ル焼網に合った大ささに切り、グ U ル焼網にのせて焼いてください。 
※冷凍した魚は、完全に解凍してから調理してください。 


アルミはく 



詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 
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( 点乂-消乂のしかた(グリル） ) 


温調操作部 



• 安全のため約1日分(上連続では使用でさません。 

(使用途中でタイマーを変更しても点火から]日分の時間設定しかでさません。） 

連続で使用する場合は一旦消火し、再度点火してください。 

(魚び焼さ上びる前に消火する場合びあります。） 

• グ U ル庫内温度び高温の場合、安全のため自動消火することびあります。 

グ U ル異常過熱防止センサーび作動したためで、しばらく（約3分程獻待ってから再度点火してください。 
(32 ページ参照） 


旦义力調節 


旦 グリルタイマー設定 


•乂力は、火力調節つまみ（上）.（下）を左ち • 0 . $) 丰一を押し、時間設定する。 

に動かして調節する。 


乂力調節つまみ(上) 


乂力調節つまみ(下) 


強 弱 


巧 


to 


上バーナー：強 

上ノ、ーナ ー ：锅 

下バーナー：強 

下バーナー：弱 


•火力調節つまみ（上）* (下）を左方向へ動かす 
と、各バーナーの火力は強ぐ、ち方向へ動か 
すと火力は弱くなります。 

•火力調節つまみはゆっくり動かしてください。 


• グ U ル使用時やグ U ルとコン□を同時に使用 
すると、コン□の炎びホ色になることびあり 
ますび、異常ではありません。 

•焼網の一部び変色することびありますび、異 
常ではありません。 



• 初期設定時間を表示します。 

(例）9分 

※グ U ル庫内温度に応じて、初期設 
定時間び変わります。 


ピッ 


• ©• 0キーを]回押す毎に1分刻みで時間設定で 

きます。 _ 

] 分〜1日分まで 


•タイマー作動中でち、設定時間の変更はでさます。 
連続使用可能時間は]日分までです。 


途中で消义したい場合 


•点火/消乂ボタンを 
止まるまでいつぱい 
に押して手を離す。 
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使いかた 

2グリルタイ 7— 


グリルタイマーについて 


下記に示す数値 （"5" など）はあくまでわ例であり、 
実際には異なる場合びあります。 


グリルが着乂ずると、自動的にグリルタイマーがスタートしまず。 



♦グ U ル庫内温度に応じて、一般的な魚を焼く 
時間"ら"〜"弓"分を自動的に設定します。 

※グ U ル庫内温度び高ければ、時間は短く設定 
されます。 


※タイマー時間表示は切り上げ表示になってい 
ますので、初期設定時間びすぐに変わる場合 
びあります。 


•めざしやうるめなどのようなル魚の干物の焼き時間のめやすは2〜3分です。（連続で焼く場合は 
1分程度です。）初期設定時間のままにしておきますと発乂することがありますので、焼きすざ 
に十分ま意してください。 

•干物や脂分の多いにしん、塩さばなどは発乂しやずいので、焼きすぎに注意してください。 


魚などの焼きかたが浅い場含は •• • 

•調理途中であればタイマー時間の変更はでさますので、設定時間を]〜2分長く設定するなど 
して、お好みの焼さ加減時間に調節してください。 

•再度点火する場合は、グ U ル庫内温度び上がっているため、設定時間を短くするなどして焼 
さすざにま意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 


ワンポイントアドバイス 


•鶏肉などの脂の多い食材を調理すると、グ U ル受け皿にたまった脂に引火することびありますので、上下の乂 
力を『弱』にして焼くことをおすすめします。 

(調理中はグ U ル庫内の状態に十分注意してください。） 

•焼さナスや手羽先などをグ U ルで調理する場合は、切れ目を入れて調理してください。 

切れ目を入れずに調理すると食材の水分びはじけて水蒸気び発生し、途中消火する場合びあります。 

•上下両面から一気に加熱するため、片面焼さに比べて煙び多く出たり、グ U ル焼網に魚びくっつくことびあり 
ます。グ U ル焼網にはフッ素樹脂加工しておりますび、サラダ油などを焼網に塗っていただくと、こびり付さ 
などび少なくなります。 

• 薄い部分は焦げやすいので、尾を手前にしてください。 

•焦げ過ぎや、型くずれ防止に、姿焼さは尾ヒレにたっぷり化粧塩してください。 

•火の通りをよくするために、切り身は皮に切れ目を入れる。 

•焦げやすいので、つけ焼さはたれを而さ取り、みそ漬けは、みそを洗い流して而いてください。 
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グリルタイマー 



) 


いろいろな調理に台った乂力や時間については、付属のクッ夺ングブックをご覧くださし、。 


タイマー時間を変更するとき 

m 

■ 

グリルタイマー終了前のお知5せ 


• タイマー時間を変更しないときは、 
この操作は必要ありません。 


今！ G か..！5 



♦残り 30 秒になると、ブヴー音『ピピピッ』でお知 
らせし、残り時間の表示び(分表示)から(秒表示） 
に変わります。 


例） 

残り24秒の場合 



グリルタイマー終了 


♦タイマー終了すると自動消乂するとともに、燃 
焼フンプび消なし、ブヴー音『ピー J とタイマー 
時間表お「/：ソ7」の点滅 （1 0回)でお知らせします。 
その後、タイマー時間表示び消なします。 


※最大1己分までタイマー設定できますび、 
使用途中でのタイマー時間延長は安全のた 
め、点火してから]己分までの残り時間し 
か延長でさません。 


例）9分で設定し、5分後グリルタイマー丰一 
を押してを|10分上は設定でさません。 

1 

巧 

國 

5 分経過 ■ 

n 



' —^…出 

(最大延長時間） 


•使用中、グリル庫内温度が異常に高くなった 
場含、安全のためグリル異常過熱防止センサ 
一がはた5き、消乂する場合があります。 

• グリル専用タイマーのためコン□には使用で 
さません。 



•自動消火した後、必ず点乂/消乂ボタンを 
押し I 止の状態」に戻してください 



♦ 化の状態 I に戻さないと、日分おさにブヴー 
音『ピー』でお知らせします。 （1 時間） 

♦ I 開の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早 
ま0ます。 
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使いかた 



温度センサ—について 


安全機能について 


全バーナー 


W な：肖ミ巧を装置（コン□八ーナ ー: フサー音『ヒー』でお知 b せします。） 

(グ IJ ルバーナー：ブヴー音『ピー』とグリル燃焼ランプ2回点滅 （1 日回繰り返し）と、 
タイマー表示「/|?」点滅 （1 日回）でお知らせします。） 

♦ 風や煮こぼれで火び消えた場合、自動的にガスを止めます。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 


>再度点火されるとさは窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおい（例）標準バーナー 
び完全になくなってから点火操作をしてください。 t を^53た曰 

>立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついたとさはされいに而さ 
取ってください。 

また、立消え安全装置に硬いものをぶつけないでください。 

(点火不良の原因になります。） 



田点义/消义ボタン戻し忘れブザー ^ 

•戻し忘れた場合はま全機能びはたらいてから約1時間の間、己分おきに 
ブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 

珍 

コン□バーナー 



田消し忘れ消乂機能（ブヴー音『ピー』でお知らせします。） 

•点火後、一定時間経過すると自動的にガスを止め、消火します。 

《例：標準ノたご^で 高乂カノ (—ナ — ：通常時約2時間 

煮ものをした 曰〉〉 センサー解除モード時約1時間 

高温状態持続時約30分 

標準バーナー：通常時約2時間 

高温状態持続時約30分 

ルバーナー：通常時約2時間 



田センサー解除モード 

こんな調理は高乂カバーナーのセンサー解除モードを使用してください。 (8 ページ参照） 

•炒めものや、いりもの料理にま•大豆など）のように高温を必要とする調理 
•中華鍋やフライパンを、煙が出るまで予熱ずる場台 

(高火カバーナーは安全のため、温度センサーび約 2 日 crc になると弱火になるようになっています。） 

• 高乂カバーナー点乂後、センヴー解除丰一3秒押しで設定でさます。 

※連続使用可能時間は約]時間です。（※高温状態で温度変化のないとさは3□分） 

※センサーの故障を防止するために、センサーの温度び上びりすざると自動的に火力を調節したり、ガス 
を止め、消火したりすることびあります。 


A 警告 


•センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの油調理はしない。 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消乂温度び高くなっていますので、調理油び過熱 
され発火のおそれびあります。 

※焦げつさ自動消火機能わはたらさません。 


使用中に自動消乂した場合、必ず点火/消乂ボタンを押し、止の状態に戻してください。 
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(安全機能.温度センサーについて) 


※安全機能びはたらいたときは、42ページを参照してください。 


コン□バーナー 


田焦げつき自動消义 ロヴー音 『ピ ー』でお知らせします。） 
•焦げつさや空ださの場合自動的にガスを止め、消火します。 


•焦げつさ消火時の焦げの程度は鍋の材質.火力.内容物の種類によって異なります。 

•とくに±鍋やガラス製鍋、薄手のステンレス鍋などは熱伝導び悪いため焦げつき程度びきつくなります。 
•弱火から強火に切り替えた場合にセンサーびはたらいて自動消火することびあります。 
再度点火すると正常に作動します。 


田天ぷ ら油 過熱 防止 （ブヴー音『ピ ー 』でお知らせします。） 

•高火カバーナー•標準バーナーは、約250でで弱火となりますび、それ仪上に温度 
び高くなると、自動的にガスを止め、消火します。 

♦ルバーナーは、約250でで自動的にガスを止め、消火します。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火したとさの油の温度は異なります。 


A 警告 


〇 


コン□ノ くーナーで使用する調理油の量は2日日 mLli (上で行う。 

※調理油の量びへってきたり、はじめから少ないと発火することび 必ず守る 
あ0ます。 


調理油 

た再古 I 


A 注意 


•天ぷら油過熱防止機能びはたらいたとさは、鍋や油の温度び相当高くなっているため注意する。 
やけどやけびの原因になります。 


グリル バーナー 


田グ UJ レ異常過熱防止七ンヴー（ブヴー音『ピー』とグ U ル燃焼ランプ 3 回点滅 （ 10 回繰り返し）と、 

タイマー表示「。，引点滅 （ 10 回)でお知らせします。） 

♦ グ IJ ル庫内や受け皿の温度び使用中異常に高くなったとさや、連続で使用する場合 
などで温度び高い場合、安全のためガスを止め自動消火したり、点火後すぐに消火 
したりします。 

•次のようなとさにグ U ル異常過熱防止センサーびはたらいて、魚び焼ける前に消火したり、連続使用す 
ることびでさない場合びあります。 

-空焼さなどで長時間使用した場合 -魚などび庫内で燃えた場合 

-予熱しすざた場合 -グ U ル受け皿の温度び異常に高くなった場合 

-連続で長時間使用した場合 

• グリル異常過熱防止センサーがはた5いた場合 

-グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで再使用でさない場合びありますので、しばらく（約3分程啟 
待ってから再度点火してください。 

※グ U ル異常過熱防止センサーびはたらいているとさ、点火操作はでさますび、手を離すと火び消え 
ますので注意してください。 


A 迂思 


圖熱防止センサーびはたらいたとさは、グ U ル受け皿やグ U ルとびらガラスの温度び 
つているため注意する。 

ザの原因になります。 

•グ u ル異常玉 
相当高 < な: 
やけどやけブ 


使用中に自動消火した場合、必ず点火/消火ボタンを押し、止の状態に戻してください。 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


A 注意 


〇 


点検•お手入れは、ガス检を閉じ、機器が冷えてか5手袋をはめて行う 

•やけどや、機器の角などでけがをする原因になります。（グ U ル庫内や排気口まわりなど、見えにくいところを 
掃除する場合は、とくにを意してください。） 

• お手入れする部品 iu 外は、はずさないでください。 

•使用直後は、ガラス面は熱くなっていますので、お手入れは、ガラスび冷えてから行ってください。 

•はずした部品は、『お手入れ(点検-お手入れ後の取り付けち法)』 （3 己〜39ぺージ)を参照して取り付けてください。 
•点検-お手入れ後は、機器およびグ U ル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認してください。 


点 検 


各部品の取り付けは？ 


♦バーナーキャップ.ごとく.しる受け.グ IJ ル排 
気□カバーなど正しく取り付けられていますか？ 

正しく取り付けてください。 

防國〜國 


ノ K —ナー夺ヤツプは？ 


• 炎□び目づまり 
していませんか？ 

^このイラストは^ 
バーナー キヤッ 
"^プの裏面です。 



温度センサー-点义部-立消えま全装置は？ 


•センサーは軽い力で、 
上下に スムーズに 動 
さますか？ 


温度センサー 

上下に スムーズ 
^に動く 



※煮こぼれの付着などで動かなくなる場合びあ 
ります。動かない場合は点検び必要です。お 
買い上げの販売店または、ちよりの弊社に連 
絡してください。 


♦センサー頭部に巧れや、 
キズびあ0ませんか？ 


♦点乂部-立消え安全装置に煮こぼれや水滴び 
ついていませんか？ 



〇お手入れのしかたを参照してください。 

防國 


乾電池は？ 


《乾電池の交換めやすはおよそ1年です。》 

•使用時、電池び消耗してくると、予告として 
ブヴー音『ピー』びなり、電池交換サインび 
点滅します。 

使用することはでさますび、早めに新しいア 
ルカ U 乾電池禅]形2個)と交換してください。 

電池交換サイン 

電池ケースふた 

•さらに電池び消耗してくると使用できなくな 
ります。 

A 乾電池の取り付けかたを 
^参照してください。 


•傾いたり浮いたりして 
いませんか？ 



〇お手入れのしかたを参照してください。 


防國 
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点検-お手入れ 


—み願し、- 

•シンナー-ベンジン-アルカリ性洗剤-研磨剤入り洗剤-ナイ□ンたわし- 
金属たわしなどを使用したり、硬いものでこすったりしないでください。 

塗装の変質、はびれの原因となりますので使用しないで<ださい。 

※とくに、フッ素樹脂加工部品(グリル焼網-グ U ル受け皿など)はま意してください。 


トッププレート 


• トッププレートび十分に冷えてから、お手入れを行ってください。 

田フッ素仕上げ 

♦スポンジや布などのやわらかいもので軽く而さ取ってください。 

巧れび簡単に落ちない場合は、台所用中性洗剤や水でちれた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジや 
布などで而さ取ってください。 

• 巧れのたびに必ずお手入れをする。 

巧れたまま放置されますとシ S やフッ素コートのはく離の原因となります。 

•ごとく -しる受け-グリル排気□カバーびあたるところは、表面の特殊加工びはびれる場合びあります。 

田 G コート仕上げ 

•台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで汚れを而さ取った後、乾いた布で水気を而さ取ってください。 


こびりついた巧れは、クリームクレンヴーを布につけて/さ取ってください。ただし、光沢びなくな 
つたりすることびありますので常用しないで < ださい。 


お願い 


>トッププレートは、ネジで固定されています。 

修理技術者(外の人は、取りはずさないでください。 



C 


3 


お手入れ 

※使用ごとにお手入れしてください。巧れたままにしますと巧れびこびりつき、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。煮こぼれしたまま放置するとお手入れす 
る部品び固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。 

とくに、砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐじ3を取ってください。焼きついて掃除び困難になります。 

巧れびひどいとさは、台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙で巧れた部分を湿らせ、ミちれを浮かせます。 
巧れび浮いてさたら、スポンジや布などのやわらかいもので而さ取った後、洗剤び残らないよう水ぶさして 
ください。ごとくやグ U ル排気□カバーは、つけ置さや煮洗いするとさらに巧れび落ちやすくなります。 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 


グリル部(グリル受け皿、グリル焼網、グリルとび 5) 


田グリル受け皿 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

•使用の都度、スポンジや布などのやわらかいもので軽くふき取ってください。巧れび簡単に 
落ちない場合は、台所用中性洗剤や水で巧れた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジや 
巧などで/さ取ってください。 

※長期間使用しているうちに、フッ素樹脂加工びはびれ、巧れびつさやすくなったり、塗装び 
はがれることびあります。 

巧れたまま放置したり、使用するとシミやフッ素のはく離の原因となります。 

田グリル焼網 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

•使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤で丸洗いしてください。その後、乾いた布で水気を 
/3、さ取ってください。 

※長期間使用しているうちに、フッ素樹脂加工びはびれ、魚びくっつさやすくなったり、塗装 
びはがれることびあります。 

田グリルとび!5 

• グ U ルとびら取っ手は、スポンジや布などのやわらかいもので軽くふき取ってください。 

•グ U ルとびらガラスは、使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤でお手入れしてください。 


グリル受け皿の取り出しかたと取り付けかた 


田取り出しかた 

♦グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出し、 
少し持ち上げて、再度引さ出してください。 

※グ U ル使用直後は、グ U ルとびらやグ U ル受け皿、焼網び熱く 
なっていますのでま意してください。 

※到ブ皿にたまった魚の脂などをこぼさないようま意してください。 
※グ U ル受け皿を取りはずすとさは、必ず両手で行ってください。 


グリルとびらを全開近くまで引き出すと、グリルとびら全体び下びりま 
すので、手を離すとさは注意してください。 



グ U ル受け皿 


田取り付けかた 

♦ "まえ" と表示している方をグ U ルとびら側にし、図のようにス 
ライド枠の上にのせてください。 

※スライド枠の上に受け皿び図のように取り付けられていないと、 
受け皿び斜めになり、グ U ルとびらび入りません。 

• グ U ルとびらのスライド枠をグ U ル庫内の左ち下部にある溝に 
のせ、グ U ルとびらを少し持ち上げた状態で庫内に入れた後、 
とびらび完全に閉まるまでさっちりと入れてください。 


グ U ル焼網 


J 広大図 


※イラストは分かりやすく 
するために受け皿なしで 
記載しています。 



グ U ルとびら 


スライド枠 
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点検-お手入れ 



) 


グリル焼網の取り付けかた 

• "てまえ"と表示している方をグ U ルとびら側にし、受け皿の後部にある角穴に焼網後部の凸部を 
差し込み、手前側の受け部を受け皿の上にのせてください。 

※焼網は前と後びありますので注意してください。 


グ U ル焼網 


"てまえ"表示 


凸部 



グ U ル焼網 


グ U ルとびら 
、取っ手 


グ U ルとびら 


角穴 


受け皿後部 



グリルとび5の取りはずしかたと取り付けかた 

※上下逆さまから見た図で説明しています。 

田取りはずしかた 

•スライド枠(線材）とグ U ルとびらを固定している止めバネを図の方向(①)に上げ、スライド枠 
を回転させる(②)と、取りはずせます。 の 



•グ U ルとびらの溝部にヶ所）にスライド枠を差し込み(⑤)、止めバネにそわせ(④)、スライド 
枠を図のように回転させる(⑥)と止めバネで、『カチッ』と音び鳴り取り付けられます。 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 
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点検-お手入れ 



) 


ごと< 


>台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを/さ取った後、乾いた布で水気を/さ取ってく 
ださい。 


(取れにくい巧れ） 

台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた布で十分水気を3ぶ取ってください。 



田取り付けかた 

しる受け、バーナー丰ャップを正しく取り付 
けた後、ごとくを取り付けてください。 

ごと<の^マークを、トッププレートの▽マ 
ークに合わせ、ごとくの底面の脚をトッププ 
レートの角穴に挿入して取り付けてください。 
※傾さびないことを確認してください。 
※ごとくは大•ルあります。大きい方び前、小さ 
い方び後です。 


後側 

な 


ごとく（ル） 



ごとく（大） 


底面の脚をトツ 
ププレー ト角穴 
に挿入 



角穴 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 



温度センサー.点义部.立消えを全装置 

• 煮こぼれなどの巧れを布で而さ取る。 

(洗剤などは使用しない。） 

温度センサー 
立消え安全装置- 
点乂部- 



お願い 


►巧れをふさ取る際、強い力を加えたりして変形 
させないよ5にして<ださい。 

故障の原因となります。 


機器表面-操作部 


>乾いた布でよく而く。 


[取れにくい巧れ） 

台所用中性洗剤を含ませた布でふき取ってくだ 
さい。その後、乾いた布で水気をふき取ってく 
ださい。 


※シルノく一色タイプは、グ UJ レ取っ手などの欄旨部に、 
特殊塗装を施していますび、万一表面の塗装びはび 
れてち使用上問題はありません。 


バーナーキャップ 


表面はスポンジと洗剤で丸洗いし、目づまり 
していたらノ くーナーキ ヤツ プを取りはずして 
裏面から歯ブラシを使って洗ラ。その後、乾 
いた布で水気を而さ取ってください。 

煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 



>バーナーキャップ水洗い後は、よく水気 
を切る。 

水分び残ったまま取り付けると、点乂不 
良や不完全燃焼になります。 


お願い 


〇 

必ず巧る 


►強くこすったり、当てたりしないでください。 
キズ、ゆびみ、変色、はく離の原因となります。 


田取り付けかた 

図のようにノ くーナーキャップの爪部び突起部(ル 
ノ くーナーの場合は点火プラグ)の真上にくるよ 
ラに合わせ、バーナーキャップを取り付けて 
ください。 

※傾いたり、浮いたりしていないかを確認して 
ください。 


バーナーキヤップ 


の部 


突起部 



突起部に 
合わす 


点乂プラグ 


標準-高义カバー ナー 


ルバー ナー 


^ A 迂意 


、)(ーナーキ ャッ プを正しく取り付ける。 

バーナーキャップを正しく取り付けないと、点乂 
しなかったり炎び不均一になり、異常燃焼や部品 
び焼損、変形するおそれびあります。 
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点乂しない。 
点乂しにくし、。 
乂が消える。 


>機器のガス栓び全開になっていますか？ 

>乾電池び消耗していませんか？ 

、)くーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

、)くーナーキ ヤツ プの炎□びつまっていませんか？ 

>点火部-立消え安全装置び巧れたり、めれていませんか？ 

>点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押していますか？ 
>点火/消火ボタンび □ ックされていませんか？ 

>グ U ル異常過熱防止センサーびはたらいていませんか？ 
(連続焼さなどで庫内温度び高くなっていませんか？） 


ガスのにおいがする。 
いやなにおいがする。 


ただちに使うのをやめ、機器のガス栓を閉じてから原因を調べてください。 


A 警告 

>周囲に燃; 
火災のお^ 


• 

重やすいわのやプラスチック製品などびありませんか？ 

含れびあります。 


>煮こぼれや風などで火び消えていませんか？ 
、） くーナーキヤツプに水気びついていませんか ‘ 


消乂しやすい。 

使用中乂が消える。 


ノ くーナーに風び当たっていませんか？ 

煮こぼれびノ くーナーにかかっていませんか？ 

立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついていませんか？ 

弱火の状態で機器下のキャビネットとびらを開閉していませんか？ 

鍋び焦げたり、油の温度び高くなっていませんか？ 

温度センサーび巧れていませんか？ 

鍋を正しくのせていますか？ 

火をつけてから約2時間（高温で3□分）上たっていませんか？ 
センサー解除 f ー ドで火をつけてから約]時間（高温で3□分）上たって 
いませんか？ 

鍋底び凸凹していませんか？ 


くグリ ルバーナー> 

•グリルタイマーを適正時間にセツトしていますか？ 
• 焼さすざたりしていませんか？ 


黄炎で燃える。 

炎が安定しない。 

異常音をたてて燃える。 


、)くーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか‘ 
、）くーナーキ ヤツ プ炎□びつまっていませんか？ 


点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思った!5 

♦故障かな？と思った!5ただちに使うのをやめてください。 

♦故障かな？と思ってもよ<調べると故障でない場合があります。 

まず、次のことをお調べください。 


こんなとき 原 因 


6 


3 3 3 3 


巧 


3 3 3 3 3 8 3 


3 


19 
3 3 


111023111 

333133133 


9 0 
2 3 


3 3 
3 3 
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点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思ったら 


•次のような現象は故障ではありません 


•はじめてグ U ルを使用するとさ、煙やにお 
いび出る。 

〇 

部品についている油が焼けるためです。 

27ページをご覧になり、空焼きをしてくだ 
さい。 

•パチノ くチとすべての点火装置で音びする。 

〇 

同時点乂方式となっていますので、1ケ所 
の点乂操作でずべての装置が「パチパチ」 
とスパークします。 

• 点火後や消火後にキシ S 音びでる。 

〇 

加熱や冷却される際に金属が膨張-収縮し 
て起こる音です。 

• グ U ル使用時やコン□とグ U ルを同時に使 
うと炎びホ色になる。 

〇 

焼き物の塩分（塩化ナトリウム）や水中に溶 
解しているカルシウムによるものです。 

•消火時 r ポン」と音びする。 

〇 

乂が消えたとさの音で異常ではありません。 

♦消乂してち数砂間火び残り、すぐに消火し 
ない。 

〇 

バーナー内部に残ったガスが燃焼している 
ためで異常ではありません。 

• グ U ル使用中に魚の脂のパチパチはねる音 
がする。 

〇 

魚に含まれている水分が脂と接触して蒸発 
する音で異常ではありません。 

• コン□燃克時に点火部でポッポッと音びする。 

〇 

乂力によってはパ’ーナー内部で音が鳴る場台 
がありまずが異常ではありません。 

• 強火になるとさ一瞬炎び大さくなる。 

〇 

バーナー内のガスが一度に出されるためで異 
常ではありません。 

• ごと<の先端び変色や凹凸状になる。 

〇 

コン□部を使用すると、ごとくのツメの先 
端が過熱されホー□一がはがれたり、凹凸 
がになりますが異常ではありません。 


♦じ(上のことをお調べになっても、なお異常のあるときやおわかりにならないときには、お買い上げ 
の販売店または、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。不完全な処置や異常 
びある状態で使い続けますと事故のちとになります。 
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故障かな？と思った！ 5 


お知!5せ表示 

•安全機能 （3] 〜32ページ）びはたらいたり、使用方法の不具合びあった場合、自動的に消乂すると同 
時にブヴー音び鳴り、グ U ルバーナーの場合は、燃焼ランプび点滅してお知らせします。 


お知！5せ表示 一覧 《ブザー音『ピ ー 』でお知！5せ報知しまず。》 


お知5せ表示 

部 位 

原 因 

姆置方法 

タイ7 — 
時間表示部 

燃焼ランプ 



コン □バ ーナー 

消し忘れ消火機能作動 

【コン□】 

に'な 

10回点滅 

消灯 

グリ ルバー ナー 

タイマー設定時間び終了したとさ 

点乂 /消乂ボタンを1止の状態1 

1し民ろ。 

続けてお使いになるとさは、 
再度点火してください。 

【グリル】 



コン □バ ーナー 

焦げつさや異常高温になったとさ 

网 

10回点滅 

3回点滅 

グリ ルバー ナー 

グリ;レ異常過熱防止センヴー作動 
(魚など入れずに空焼さした場合や 
時間を忘れて焼さすざた場合） 

点火/消乂ボタンを1止の状態1 

1しお9 〇 

続けてお使いになるとさは、し 
ばらく（約3分程度）待ってか 
ら再度点火してください。 

/ 

/ 

コン □バ ーナー 

バーナー不着火 
(点火に失敗したとき） 

1 ! 

1 oi 点滅 

1回点滅 

グリ ルバー ナー 


/ 

コン □バ ーナー 

ノ（ーナー途中消火 
(煮こぼれや風などで消乂したとき） 

10回点滅 

2回点滅 

グリ ルバー ナー 



全バーナー 

ブヴー音『ピー』日分毎に]回報知 
火び消えて、点火/消火ボタンび開状態 
に硫とき C 卓乂ィ難タンの戻し忘れ） 


電池巧契サイン 
点滅 

乾電池 

電池び消耗してさたとさ 

庶消乂ボタン对止の状態に戻す。 
電池を交換してください 
(アルカ U 乾電池：単1形2個） 


グリル燃焼ランプの点滅は、それぞれの点滅回数を1日回繰り返します。 


上記 m 外、に斗」に1」「70」「71」「72」「73」の表示が出た場台。 

点検が必要でず。点乂/消乂ボタンを由の状態 I に戻し、お買い上げの販売店または、もよりの辭社に連 
絡してください。 
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点検•お手入れ、他 

3アフターサービス 

アフターサービス 

サービスのお申し込み 

• 4 □〜42ぺージの「故障かな？と思ったら」を見て、わラー度確認してください。 

•確認のうえ、それでも不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス 
事業者または、わよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。 

なお、連絡されるとさは、下記のことをお知らせください。 


1 . 品名コード電池ケースふた裏面に貼付の銘板をご覧ください。 3. 故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 

2. 型式名電池ケースふた裏面に貼付の銘板をご覧ください。 4. ご住所-お名前-電話番号-道順（できるだけ詳しく） 


転居される場台 

ガスには都市ガス（数種類）および LP ガスの区分がありまず。 

•ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種類を 
確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者に連絡して<ださい。この場合、調整•改造に要 
する費用は保証期間中でわ有料となります。 

•ガスの種類によっては調整-改造でさない場合わあります。 

保 証 書 

取扱説明書の46ページが保証書になっています。 

•保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間•一定条件のもとに修理いたします。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間であっても修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 
•無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、わよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に相 
談してください。 

修理によって性能び維持できる場合は修理馆料）いたします。 

補修用性能部品の保有期間 

•この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後5年間です。 
ただし、保有期間経過後であってわ補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 

交換部品（お客さまにて取り替え可能な部品） 


•下記の部品（有償）は、お客さまご自身にてお取り替えしていただくことびできます。 
お買い上げの販売店または、日] 2日- 38-8] 8日（電話料金無料）にお問い合わせください。 
いたんでさたら、早めに交換してください。 


交換部品 

お 状 

現金標準価格：税这 

部品コード 

ごとく（大） 

(高火力-標準バーナー用） 


¥1.470 巧 Two ) 

DGOU 120038100 

ごとく（ル） 

(ルバーナー用） 


¥ 945巧籠900) 

DG 2 F 1 20010000 

しる受け 

繼 

1 

本体価格 \ 

¥ ] ,050 ^ ¥ 1,000； 

DG 0 U 1201 18103 

バーナーキャップ(大） 
(高火カバーナー用） 

臀 

W I--7I- ( 本体価格 ^ 

¥ ] ，ご/己^ ¥ 1，已00^ 

LWOL 32003107 

ノ くーナーキャップ(大） 
(標準バーナー用） 


¥ 1，已7已 （^ ¥ 1，已〇 

DGOU 320077001 

バーナーキャップ(ル） 
(ルバーナー用） 

導 

本体価格 \ 

¥ ] ，□已0 ^ ¥ 1,000； 

DW 1 F 320187103 

グ U ル焼網 

素 

本体価格 

¥2,620 ^ ¥2，已00^ 

LWOG 330191108 

グ U ル受け皿 

翁 

¥4,725 (本軍滞。 0) 

LWOG 330291012 

グ U ル排気□カバー 
(1 ヶ） 


¥ 788巧価格7己 0) 

DW 1 G 120041403 


に007年12月現在の価格でず。価格•仕樹ま、変更される場合びありまず。あらかじめご了承ください。） 

上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、 日] 2 日- 38-8 18 日に お問い合わせください。 
乾電池は電気店などでお買い求め<ださい。 

※形状のイラストは、参考として記載しておりまず。詳しくは7〜8ページの『各部のなまえ』を参照してくださし、 
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点が- お手入れ、他 

3仕様 

仕様 


品 名 

ガスビルトインコン □ 

型式 名 

C 3 WC 3 RJTR 

C 3 WC 3 RJTL 

点乂 方式 

連続スパーク点火 

安全装置 

-立消え安全装置 （全ノ くーナー） 

-天ぷら油過熱防止機能 1 

• 焦げつさ自動消火機能 > (コン□パ'-ナ ー) 

-コン□消し忘れ消火機能 J 

• グ U ルタイマー(最大設定時間]己分）\^ヴ 、1 . 

•グ U ル異常過熱防止センサー 

付属品 

•取扱説明書(保証書付）•工事説明書•クッキングブック 
•サービス網一覧表•アルカ U 乾電池(単一形 1.5 V : 2個） 

外 お 寸 法 

高さ2己 Ommx 巾畐己 gsmmx 奥 t 5492 mm 

質 量（本体） 

]9 k 呂 





1時間当たりのガス消費量 kW 


使 

用 

ガ ス 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

ガス 

使用 

ガス 

グループ 

くーナー 

標準 バーナー 

ルバ ーナー 

グ U ル 

接続 



13 A 

4.20 

2.97 

1.28 

2.03 

9.42 




に， 610 kcal / h } 

12,550 kcal/hl 

11,100 kcal/hl 

11.750 kcal/hl 

18,100 kcal/hl 




12 A 

3.90 

2.79 

1.20 

1.90 

8.78 


都 


13.350 kcal/hl 

12,400 kcal/hl 

11,030 kcal/hl 

11,630 kcal/hl 

(7,已 50 kcal / h } 


6 A 

4.20 

2.97 

1.05 

2.03 

9.30 


市 

に i 610 kcal / h } 

12,550 kcal/hl 

|900 kcal/hl 

11.750 kcal/hl 

18,000 kcal/hl 


L 1 

(6 巳， 6 C ，7 C ) 

3.43 

2.56 

1.16 

2.03 

8.14 


ガ 

に， 950 kcal / h } 

に，2日日 kcal / h } 

11,000 kcal/hl 

n ，7 已日 kcal / h } 

17,000 kcal/hl 

Rcl /2 

ス 

己 C 

3.43 

2.56 

1.16 

2.03 

8.26 

(メネジ) 

に i 9 已 Okcal / h } 

に，2日日 kcal / h } 

11.000 kcal/hl 

11.750 kcal/hl 

17,100 kcal/hl 


用 

L 2 

(己 A , 己 AN , 己巳） 

2.97 

2.03 

0.850 

2.03 

7.09 



に， 550 kcal / h } 

11,750 kcal/hl 

I 730 kcal/hl 

11.750 kcal/hl 

16,100 kcal/hl 



L 3 

(4 A ，4 巳， 4 C ) 

3.08 

2.03 

0.850 

2.03 

7.09 



に i 650 kcal / h } 

11,750 kcal/hl 

I 730 kcal/hl 

11.750 kcal/hl 

16,100 kcal/hl 


L P ガス 用 

4.20 

2.97 

1.28 

2.12 

9.49 


に.3日 Ik 旨/ h } 

10.213 k 旨/ h } 

10.092 kg/hl 

に. 152 kg / h } 

10.68日 kg/W 



◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 
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点検•お手入れ、他 

3 メモ 


45 


麻が- お手入れ、他 

3保証書 


保証書 


=1 


品 


名 


ガスビ J レトインコン □ 


このたびは当社製品をお買上げいたださましてありびとうございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を行ラことを約束するものです。 

く無料修理規定> 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、もよりの弊 
社び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、もよりの弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

. ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でさない場合には、をよりの弊社にご相談ください。 

■ 本書は日本国内においてのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Japan .) 

. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 

. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 


(イ）住宅用途！;(外（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用になられた場合による故障および損傷。 

(□) 車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示するち法！;(外の工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ後、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建築躯体の変形など住宅部品本体外の不具合に起因する機器の不具合および塗装の退色、メツキの軽微な傷、謂など設計 
仕様の範囲内の感覚的な現象の場合。 

(へ）適切な使用、維持管理を行わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格外のガス（ガスグループ）および電気（指定外の電池含む）で使用された場合。 

( U ) 乂災-爆発などの事故、落雷-地震-噴乂-風水害-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-暴動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(ヌ） 海岸付近-温泉地などの地域における塩害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 
(ル）ねずみ•鳥•くも-ゴキブ U などの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取り替えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入擦印のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ci ' 住所 T 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 曰か51年間 

販 几； 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために、お客様の記載内容を利用させていただく場合びありますので、ご 
了承ください。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するちのです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、も 
よりの弊社にお問い合わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 

干 554-0023 

大阪市化花区春曰出南 3 T 目2—]日 
TEL 06 (4804) 8600 


株式舍巧 


A- 口 :! 




早摘 I 


年月 曰 

修理記録（修理内容） 

サービス 員® 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

•ときどきガスくさい。 •スイッチやつまみの操作び不確実。 

•焦げくさい臭いびする。•コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

• その他の異常や故障びある。 

[ 上のような症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、] 

必ず販売店に点検-修理を相談してください。 


巧式を社 A - 口：! 


本社〒日日4-日日23大阪市此花区春日出南 3-2-1 日 
TEL 06(4804)8600 


アフターサービスについての 
お問い合わせは 


Gigs 受付 センター^ ヴービスは八イノ マン 


電話料金 

無料 


0120-38-8180 


• 受付時間/24時間サービス受付 


商品【しついてのお問い合わせは 
( お客様センター) 

巧 06-4804-8614 

•受付時間/平曰、±曜日9:□日〜]狂□日 
(曰•祝日•弊社指定休日は除く） 














